
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 12,143 18,640 5,704 1,440

事業費

の内訳

令和3年度決算

ジャパンハウスにおける北海道・札幌の魅力発信ブース設置及びハイブリッドイベント参加費　５，
４４９千円
有楽町駅前ブース設置準備費　２５５千円

令和4年度予算

東京２０２０大会が終了したため、事業廃止。

人工 0.0 1.2 0.0 0.2

人件費 0 8,640 0 1,440

事業費 12,143 10,000 5,704 0

うち特定財源 871 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和3 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

実施結果

①東京２０２０大会開催期間中である２０２１年７月２１日～８月８日の間、日本オリンピックミュージアム内ジャパン
ハウスに北海道・札幌の魅力発信ブースの設置及び８月３日開催のジャパンハウスハイブリッドイベントに参加。
②東京２０２０大会の開催期間中である２０２１年７月３１日・８月１日の２日間、有楽町駅前にて、札幌の食・観光に
関する情報発信ブースを設置するため準備を進めていたが、東京都に緊急事態宣言が発出されたため中止とし
た。

事業実施における
工夫点

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、必要最小限の事業実施とした。

対象者 東京2020を契機に来訪した観光客等 開始 令和3 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

アクションプラン2019事業目標：年間外国人宿泊客数350万人（2022年）

長期

東京2020大会期間中に首都圏を来訪する国内外からの多くの観光客等を対象に札幌の魅力を直接的にＰＲする
ことで、札幌の認知度を高め、滞在期間中や次回以降の旅行先候補地として強く意識付け、誘客に結びつける。

取組内容

東京2020大会期間中、国内外のオリパラ関係者、東京2020を契機に来訪した観光客や従来より首都圏に在勤・在
住している層に対して、札幌の魅力を直接的にＰＲすることで、札幌の認知度を高め、誘客に結びつけることを目
的に情報発信を行う。
①ジャパンハウスで北海道・札幌の魅力をＰＲする
②集客力の大きいエリアでブース設置によるＰＲ展開

011-211-3042

施策名
シティプロモート戦略の積極展開

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 首都圏での札幌魅力発信費
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ○ B ○ C ● 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
新型コロナウイルス感染症に配慮しながら、一部事業はやむなく中止としたが、実施した事業においては、札
幌の魅力をＰＲすることができた。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

東京２０２０大会終了したため、事業廃止。

予算
東京２０２０大会が終了したため、事業廃止。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

東京２０２０大会が終了したため、事業廃止。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

東京２０２０大会が終了したため、事業廃止。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を考慮し、一部事業はハイブリッド方式とするなど、感
染対策に努め、実施した。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

新型コロナウイルスの影響により、ほとんどの競技が無観客開催になり、観光客向けの事業は実
施できなかったが、ジャパンハウス来場者、ハイブリッドイベント参加者に対し、札幌の魅力をＰＲ
し認知度を高めることができた。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新型コロナウイルスの影響により、ほとんどの競技が無観客開催になり、観光客向けの事業は実
施できなかったが、ジャパンハウス来場者１，４３５人、ハイブリッドイベント参加者２６５人に対し、
札幌の魅力をＰＲし認知度を高めることができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を考慮し、一部事業は中止とし、必要最小限の実施と
した。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 年間外国人宿泊客数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

331万人


